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研究成果の概要（和文）： 

地球科学（特に地質学）と考古学の野外観察の環境教育への応用について検討し、その教育
効果と意義について検証した。地球科学と考古学の野外観察では、人間と環境の関わり方を時
間の流れの中で「見て」理解でき、それが参加者に未来の人間と環境を考える機会を与えると
いう点で大きな意義があることが指摘された。また、その気づきは、観察時の素朴な感動と結
びついて参加者の意識に深く根付いていくのではないかと推察された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study empirically examined how geology and archeology, especially field 
observations of these disciplines contribute to environmental education. This 
observation allowed the participants to review the relationship between environment and 
human beings with fresh perspective, and encouraged them to think about the future. 
Geology and archeology significantly contribute to environmental education in this 
respect. It seems to be quite all right to consider that because the participants are 
awakened to a sublime realization through this physical experience, they are able to 
imprint strong impressions firmly in their memories. 
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１．研究開始当初の背景 
環境教育に応用されている自然科学のほ

とんどは、生物学と化学である。生物学は環
境としての生物界における人間の理解、化学
は環境汚染などの理解に有効な手段である
ことはいうまでもない。いっぽうで、環境教

育においては、環境がこれからどのように変
化していくかを予想する力を涵養すること
も必要であると考えられる。この点において、
地球科学（特に地質学）と考古学は有効な手
段を提供すると思われる。地球科学は過去の
環境について、考古学は人間の生活について
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の理解を深めることができるが、両者を共に
理解することによって、環境と人間の関係が
どのように変遷してきたかの理解に発展さ
せることができるからである。これによって、
今までは十分になしえなかったと思われる、
未来に思いを馳せる力をつける能力を環境
教育に付加することができると期待される。 
 
２．研究の目的 
環境教育において、環境がどのように変化

してきたか、これからどのように変化してい
くかといった、時間概念を含む環境の理解は
重要な視点である。環境問題にどのように対
応すべきかを考える力をもつためには、未来
の環境の予測的理解が必要だからである。こ
の点において、時間の概念を含む領域である
地球科学と考古学は、環境教育において大き
な効果を生むと予想される。本研究では、従
来、環境教育ではあまり顧みられなかった地
球科学と考古学、とくにそれらの野外観察の
環境教育への応用と効果、および効果を生む
原理の解明を目的とした。 

 
３．研究の方法 
（1）地球科学と考古学領域の見学対象を含
む、環境教育のためのジオトレイル（野外観
察コース）を設計する。 
（2）ジオトレイルを使った観察会を実施し、
その環境教育効果を検討する。 
（3）環境教育効果の検証の中で、地球科学
と考古学が環境教育に有効に働く原理につ
いて、観察会の参加者の思考過程を追跡する
ことにより検討する。 
 
４．研究成果 
（1）地球科学（特に地質学）と考古学領域
の見学対象をともに含む６つのジオトレイ
ルを設計した。それらは北九州市周辺地域を
フィールドとしたもので、それぞれを黒崎、
間島、藍島、三里松原、帆柱山系、求菩提山
ジオトレイルとよんだ。これらについて実験
的な見学会を実施し、得られたデータから地
球科学と考古学の環境教育への寄与につい
て考察した。これらのうち、黒崎ジオトレイ
ルの見学会参加者のレポートの内容を解析
することによって、91のエピソードが抽出さ
れ、それらを内容の類似性によって分類し、
３つのカテゴリーと 8つのサブカテゴリーを
設定した。3 つのカテゴリーにその内容を表
す名前を付け、カテゴリー１「今までにない
経験への素朴な感動」、カテゴリー２「自然
と人間の関係を考える」、カテゴリー３「現
在が歴史の一断面であることに気づく」とよ
んだ。これらは、地球科学と考古学が環境教
育へどのように寄与するかを示している。 
 
（2）この観察会の経験は、多くの参加者に

とって新鮮な経験であり、驚きや感動を伴う
記憶として残ったようである。カテゴリー１
は、このような経験に基づく感動を表すもの
として設定した。このような感動は、同時に
得られた気づきを、底から揺り起こすように
心に刻みつけられる（シュプランガー、1987）
体験として参加者の意識の深い部分の記憶
に根付かせる効果をもたらすと考えられる。 
 黒崎ジオトレイルの黒崎城跡（遺跡）の発
掘現場では、縄文時代から弥生、古墳時代を
経て、江戸、明治、現代と、この場所に綿々
と人が住み続けていた様子を地層、遺物、遺
構の観察によって「見る」ことができる。こ
れは、人間が自然と共存していた時代から、
次第に自然を改変し支配していく（かのよう
に見える）時期の自然と人間の関わり方の変
遷を見ることでもある。このような観察によ
って、参加者は現代の自然と人間の関わり方
を改めて新鮮な視点で考えることができる。
カテゴリー２は、この気づきについて設定し
た。このカテゴリーは、4 つのサブカテゴリ
ーに区分され、それらは参加者がこの視点を
獲得する過程を示していて、未来の自然と人
間がいかに自然と共存していくかを考える
ことが重要であるという考えに到達するこ
とが示された。 
 この観察会の参加者は、地層や遺跡の見学
によって、過去の環境や人間の生活をリアル
に想像できることから、その延長である現代
が歴史の流れの中にあることに気づき、現代
をより客観的に認識することが可能になる
と考えられる。カテゴリー３は、このような
気づきを表すものである。このカテゴリーも
４つのサブカテゴリーを持ち、「過去の時代
をリアリティーを持って想像する」ことから
「現代を新たな視点で考える」ことを経て
「未来を考える」に至る参加者の思考の深ま
りの過程が示された。 
 
（3）このように、地球科学と考古学の野外
観察では、参加者は自然と人間の関わりの変
遷を「見て」学ぶことができ、それを通じて、
時間的な視野を未来へも広げることができ
ることが明らかになった。「自然と人間の関
わりを理解すること」、「未来への展望を持つ
こと」は環境教育の重要な教育目標であり、
地球科学と考古学の野外観察は、これらの理
解を深める効果を持つ点において環境教育
に寄与することが示唆された。また、地球科
学と考古学の野外観察は、しばしば驚きや感
動を伴うことがあり、その驚きや感動が、そ
の教育力をより高める働きをしていると考
えられる。 
 
今後の展望 
これら一連の研究を通じて、野外観察の参

加者は自然に対して畏敬の念を持つことが



 

 

あることがあることが示唆された。今回設計
した６つのジオトレイルのうち、第三紀の火
山活動によって形成された異形の山体を持
つ求菩提山をフィールドとした求菩提山ジ
オトレイルでは、山中の鬱蒼とした森の中に
修験道の遺構が点在している。この景観の中
に入ると、参加者は直感的に自然への畏敬の
念を抱き、その景観に価値を見いだすことが
できる。このような価値は環境倫理学でいう
「内在的な価値」であり、この気づきは環境
倫理学の理解へ発展できる可能性を持って
いる。環境倫理学の理解は、環境教育の最も
重要な目的の一つであり、地球科学と考古学
の野外観察はこの点においても環境教育に
大きく寄与できる可能性が見いだされた。今
後、この問題について研究を発展させていき
たいと考えている。 
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